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時 間 を 測定 した の に 對 し，本 法 で は 時間を一定 と な し， ヨ ード染 色 液 の 透 過 葷 か ら反 隲 終 點 に 至 る時 間 を グ ラ フ

に よつ て算出す る方法 で あ る．

　 更に 本法 に 於け る計算 の …蝉 となろグ ラ フ に つ い て 橄討 を加え，こ の 標準曲線は 反隲す る pH 　7．0−・4 ．0 ， 淵度

40−・10℃ で は 不變 で あ る こ と を認 め た ．夊酵素液 の 穣顱 に つ い て は 清酒醸造用麹 に 關す る 限 り大差ない こ と を認

め た，
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麹菌 の 胞子形成 に 關す る研究　（第 2報 ） CZAPEK 改 變培 地 に っ い て （1）

　　　　　　　　　　　　　 根　　　Z巨　　 武 　　　．雄　（廣島大 學 工 學 部）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ま　 え 　が 　き

私は 前報 D で ， 麹菌 の 胞 予形成に關 して の 基本條件と して ， 種植條件，培 i醐 度，養基量 を檢討し kL 本報 で

け ，、更に CZAPEK ・agar を基 礎 と し た 改變培地に つ い て ，胞 子形成 の 試驗 を行 つ た 結果 に つ い て 報告する ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 LpH の 影 響・

　CzAPEK ・agar は前報 の 處方 で は pH 　6附近 となるが ，
　 pH 　2〜 9に 調製 し て ，

　 sporulatbn に野す る影響 を見

た．（Tab ．1） pH は殺菌後
’｛ ト リ皿 に 分 け 固め る 直前 に HC1 及 び K2COa で謂 節 した．其 他 の 試 瞼 方 法 は 前報

に 準ず る．

　　　　　　　　　　　　　　　　 Table 　I．　 Sporulation　at 　pH 　2− 9．

pHld ・・e・ 。f・in・ub ・… n 2 3 4 t 5 6

　　 co1or
，
　CQnidi ユ

2．O　mycelia

　 　 　 tota1

SfG 　 　 2．4　 MG
　 　 　 118．3

　 　 　 127．4

15．3　　 KG 　　 20．1　　KG （DG ）22．8　　DC （KG ）16，1

79．4　　　　　　　　74．与　　　　　　　　59．7　　　　　　　　59．9
137．2 　　　　　　　150．5 　　　　　　　145．9　　　　　　　120．8

　　 colort 　 conidia

3．O　 mycelia

　 　 total

PGG ・2 ．1　　 M【G

　 　 　 124 ．2

　 　 　 169．9

29，8　　 KG 　　 32．5　　DC （KG ）30．9　　YO
，
OC 　 31．3

85．5　　　　　　　　72 ．3 　　　　　　　　65 ．2 　　　　　　　　60．6

198．1　　　　　　　　　195 ．2　　　　　　　　　　i82．0　　　　　　　　　178．9

　 　 color ，
　 conidia

4 ．O　 mycelia

　 　 totaI

DSfG 　 　 5 ，2　 　 KG

　 　 　 13e．5

　 　 　 150．2

30．1　　 KG 　　 32 ．4　　DC （1（G）30．9　　YO （SO ）29．1

86．8　　　　　　　　　　74．5　　　　　　　　　　69．3　　　　　　　　　　64，8

200．6　　　　　　　　　　197 ．0　　　　　　　　　ユ86．1　　　　　　　　　178．8

5．0color
， conidia

myce 星iatotal

　　　　・

PGG 　　 8 ．β
　　　　 126．8
　 　　 　 158 ．2

MG 　　 38．2
　　 　　 　86．4

　　　　 230．8

KG 　　　31．8
　 　 　　 　81．4

　　　　 201．6

DC （KG ）27．8

　 　　 　　 74．7

　　　　 179．8

YqSO 　 25．3

　 　　 　　 63．5

　　　　 159．1

　 　 color ，　conidia

6．O　 rnycelia

　 　 tota1

SfG　 　 4．3　 　 MG

　 　 　 141．9

　 　 　 158．2

26。7　　KG 　　 27．9　　 DC
』
　 24．7　　SO

118．2　　　　　　　　 99．4　　　　　　　　 89．6

219 ．1　　　　　　　　 204 ．9　　　　　　　　 183．0

24．281

・6 、
173．1

　　 color ，
　conidia

7。O　 myceliq

　 　 total

SfY 　 　 1．O　 　 MG

　 　 　 141．2
　 　 　 145．0

25．O　　 KG 　　　26．2　　DC （YO ）25．4　　SO （YO ）24．3

120．3　　　　　　　　　　98．2　　　　　　　　　　90．8　　　　　　　　　　85．0
214．8　　　　　　　　　197．2　　　　　　　　　186 ．8　　　　　　　　　176．8
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8 ．0

9．0

color ，　 conidia

myceliatotalcolor

，
　 conidia

myceliatotal

W 　 0．2113

．0113

．8

W 0．178

．679
．0

MG 　 　　25．6

　　　 　113．4

　 　 　 　210 ．2

MG 　　　 9．7

　　　 　117．0

　　　 　153．7

KG 　　　23．6

　 　 　 　 88．2

　 　 　 　177．4

KG 　　 　21．3

　　 　　 92．0

　　 　　172．5

DC （YO ）22．3

　 　 　 　 80，2

　　 　　 164．5

DC （YO ）16．8

　　 　　 84．6

　　 　　 148．1

SO （YO ）20．6

　　　　 74．6

　　　　 152．5

YO （SO ）17．1

　　　 　 77．3

　　　 　 142．9

　 Units ： conidia − 10s，　 mycelia − mg ，　total − （conidia 十 mycelia ） mg ．

　　 SfG罵S3a−foam　Gre   ，　 PGG ＝＝Pale　Glass　Green，　 DSfG ＝Deep 　Sea −foam 　Green
，
　 SfY ＝ Sea−foam

　　 Yellow ，　W ＝White
，
　MG ＝M トg 口 o ロ ette 　Grean

，
　 KG ＝ 1（r δnberg

’
s　Green ，　 DC ＝Dull　Citrine

，
　YO ＝r

　　 Yellowish　Olive，　OC ＝＝Olive　Citrine，　SO ＝Saccardo ’
s　 Olive．

　 こ の 結果 に よれ ば sporulation に 鬢す る好適 pH は幅が 廣 く， 3．0〜6．0の 範園に あ b ， 7．0〜8．0に於 て は 初め

（2 疉夜）は稍 々 劣 るが ， 3 日以 降で は 遜色がない ， pH 　2．0及 び9．0は 明か に 劣 る．

　菌體生成 に對す る好適 pHIt3 ．0− 8 ，0で 大軆 3 日で 最高 に 逹 し， 以 後漸減する．

　 從 來 の 研究 は すべ て 液謄培養 に よつ た もの で あるが ， 次 の 檬な結果 が 報告され て い る。黒野 ， 藤田兩氏
！） は ，

麹菌 の 菌糸及び胞 子 形雌  最適 pH は 7．3で あ り，　 pH 　5．2以 上 の 酸 性 は 菌糸及 び胞 子 形成何れ に も不 適 で あ る と

い つ て い る．田宮岬 ） に よれ ば麹菌糸の 發育は そ の 9　tw荷點 （pH 　5．5）を境 と して ， その 兩側 φH．3 ．5及 び7，0）

に好適點 を有する もめ で あるが，培 養液 に毬 々 の鹽 類 を 加え る と好適點 に 變動 を來す もの で ある．叉胞子形成は

PH 　6以上 の ア ル カ リ側 に 於て 徼弱
．
とな る．．高田 氏

4）
に よれ ば，麹菌の 繁 殖 し得 られ る pH の 隕界 は極 め て 廣く，

pH 　1．8〜9．0 の 範 園に あり，繁殖 の 好適 pH は 4．5 （4．4〜4．7）附近 と5．6 （5 ．5−−6．0） 附近 の 2箇所に あ る， こ

れが培養液の 駄況に よつ て pH 　4．5或 は 5．6の何れ か に好適點が出現す る と推定される．例えばN 嘱
源 が鹽化 ア ン モ

ニ ウ ム の 場合 は pH 　5．7； 硝駿 カ リ の ときは pH 　4 ．6及 び5．5，硝酸 ア ・ン 毛 ニ ウ ム の と きは pll　4．7， 尿素 の と きは

pH 　4，4に好適點が 出現す る．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 且．土 墳 工 キ ス の 影響

　CzAPEK −
agar をつ くる場合 ， 用 い る永 の 10％ を土 壤 エ キ ス と鍛 きか え て，

1
そ の 影 響 を觀察 した．（Tabl ）

Table ．1 ．　 Infiuences　 of 　 soil 　extract

media
　 　 dates　 ofl　 　 incubrtion

Czapek・agar

（control ）

〃

（
一10％ water

十 10％　soil 　ex ・）

2 i 3

c310r
，
　conidia 　 CG 　　 7V 　　 KG 　 21．8

mycelia 　　　　　　 114．7　　　　 98．2

total 　　　　　　　　　　　143 ．8　　　　　　180．6

CQlor ，　 COnidia

myceliatottl

LYO ユ2．4

　 　　ユ10．6

　 　 　157．5

KG 　 20．7

　　 　 93．9
　 　 　172．1

4 1
RG 　　21．8
　 　 　 80．1

　　 i62．5
．

KG 　 　22．3

　 　 　 86．1

　　 　170，4

5YO

　　20．5
　 　 　 65．6

　　 143．1

YO 　　21．1

　 　 　 68．0

　 　 147．8

7BO

　　18．2
　 　 　 67．3

　　 　136．1

SO 　　19．3

　 　 　 59．5

　 　 　132 ．5

　CG ＝Chrysolite　Green ，　 LYO ＝
．Light　Yellowish 　OIive，　 RG 罧R っman 　Green，　 BO ＝Buffy　Olive．

　 こ   結果 に よれ ば ， 土壌 エ キ ス の 影 響 は 認 め られ ない ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽．KaHPO4 の 影譽

　CzA ？EK ・agar に おけ る KeHPO4 を0．05〜1．0％ の ．範團 に 變え て そ の 影響 を見た （Tab ．蟇） こ の 場合 pH は
15
．6〜6，6に塑わ るが ， 調整 しなか つ た．

Table 亘．　 Influences　of 　K2HPO4

sHPO4

　％

0．05

dates　of
incubntion

c 〈躍or ，
　 conidia

myceliato

亡a1

2SfG

（W ） 1、8

　 　 　 　143．8

3

・5・・61

MG ，KG 　 21．0

　 　　　 106．7
　 　 　 　 186 ．1

4KG

　　　27 ．6

　　 　　 92．0
　 　 　 　 196．3

6 1
YO 　 　　27．1

　 　 　 　 79．8

　 　　　181．9

7SO

（DC ）24．8
　 　 　 　 74．6

　 　 　 　 168、3
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0．11

。。1。．
，

。 。。 idi。

レmyceli 。

1・… 1

0．2

0．3

0．4

0．5

1．0

color
，
　conid 量a

．

myceliatotaIcolor

．　 con 互dia
myceliatotalcolor

，　 conid 置a

myce 置iatota1color

，　 conidia

myceliatotal

CY 　 5 ．4149

．9163

．3

W 　 1．7163

．1169

．5

W （CY ）　 1．5

　　　　　160．0

　　　　 ユ65．7

W （SfG ） 2。7

　　　　 145．8
　 　　 　 156．0

PGG （MG ）6β

　　　　　145．7
　　　　　169．5

懇州
W （MG ） 3．0

　 　　 　 148．2

　　　　 159 ．5

MG ，　 KG24 ．5

　　　　 107．9

　 　　 　 200．5

MG 　 　　20．5

　 　 　　 134．0

　　　　 211 ．5

MG （KG ）26 ．4

　　　　　114．8
　　 　 　 214．6

MG （KG ）19．5

　　　　 113−．5
　　 　　 187，2

MG ，
　KG24 ．6

　　　　 100．3
　 　　 　 193．3

MG ，
　KG 　17．5

　　 　　 　 105．6

1　　 ・7・．8
1

KG （MG ）23．9

　　　　　 93．3

　 　　 　 183．6

KG （MG ）24．3

　 　　 　 114，8

　　　　 206．6

KG （MG ）24。5

　　　　 101．5
　 　　 　 194．1

KG ，　MG 　26．2

　　　　 101．9
　 　　 　 200 ．9

JG ，
　KG 　25．0

　　　　　91．4
　　 　　 185．9

DC （KG ）24．8

　　 　　 　 93．2

　　 　　 1S6．9

YO25 ．577

．9174

，3

DC23 ．6100

．0189

．2

DC 　　　26．3

　　　　　77．5
　　 　 　 176．9

OC24 ．3

ε0．3172

．1

SO （DC ）24．7
　　 　 　　 69．5

　　　　 162．9

SO （DC ）23．5
　 　　 　 　96．8

　 　　 　 185．6

SO2S ．177

．3183

．5

1・・

1

OC22 ．58L4166

．5

OC26 ．968
．
．Ol69

．7

27 ．077

．7179

．8

SO20 ．671

。8149

．7

SO ！9 ．774

．8149
．3

　　　　　　　　　　　CY ＝Chartreuse 　Yellow．　JG＝Jade　Green ，

　こ の 精果 に よれ ば K2HPO4 の 含 有量 に1 こ の 程 度 の 開きが あ つ て も sporulation に は 影響 が ない．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1V．撰 繁 源 の 影 響

　A 。CZAPEK ・agar に お い て 淡素源 と して saccharose ，
　glucose ，

　fructose，　maltose ，　lactose，　soluble 　starch

を夫 々 3 ％使用 し て試．驗した結果 は Tab ．　IVの 通 りで ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　 Table 　IY．　 Influences　 of 　 various 　C・sources ．　　　　　　　　　　　　　　　
』

゜

號
閃

．ti藩 謡 nI

Saccharos6

Glucose

Fructose 、

Ma 置tose

．
】Lactoge

color
，
　 conidia

myceliatetalcolor

，　conidia

mycdi ユ

totalcolor

，　conidia

myceliatota1color

，
　 co 鳳 idia

myce ！iatota1color

，
　conjdla

myceliatotal

2W

（DSfG ）8．1

　 　　 　 　132．0

　 　　 　 　162．6

W （PGG ） 2．5
　 　　 　 　130．8

　　　　　140．3

SfG （W ）3．4

　 　　 　123．5

　 　　 　136．4

DSfG 　 7 ．5

　　　 130，0
　 　　 158．4

； 091 ℃ wth

3MG

（KG ）18．8

　　 　 　　 95．8

　　　　　・66ρ1

4MG

，　LYO23 ．4

　　　　　 92．4

　　　　　180．9

E

DSfG 　13．3
　　 　　105 ．2

　　　　155．5

MG 　　19．6
　　 　 　

．
89．5

　　 　 163．7

MG 　　 19．5

　　　　 97．2
　　 　 170．9

」
　 LTG 　　1．2

　　 　　 　 25．3

　　 　　 　 68．8

MG 　　12．9

　　　　 94．1

　　　 142．8

M 〔G，LYO33 ．1

　 　　 　 　 78．8

　　　　　203 ．9

LYO 　 31．0

　　　　 92．3

　　　 209．5

5YO

，
　OC 　 25．3

　　 　　 　 84．3

　　　　 179．8

DC 　 　 15．6

　 　　 　 89．2

　　　 148．2

LYO ，　YO27 ．4

　　 　　 　 77．4

　　 　　 　181．0

SO 　　 25．5
　　 　 　 88．1

　　　 184．5

GG 　 　　7．9　　 0L

　　 　　 522

　　 　　 82．1

9．556

．792

．6

61

SQ 　 25．9

　 　　 80．8

　　 178．7

SO 　 16．6

　 　 　88．6

　　 171．3

7

SO 　 24．3

　 　 　7
「6．5

　　168・31

SO 　 24．1
　 　 　85．7

　　 176．8

BC 　 18．1

　　 　 75 ．3

　　 143．7

BC ，　SO 　16．5

　　　　　752

　 　　 　 137．6
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Soluble ．

Starch1

・・星・ ・… nidi ・

　 inycelia

　 total

SfG 　　 4．7

　 　 　 114．7

・3LP・・ ［

MG 　　 19．8

　 　 　 　 94．工

　 　 　 168 ．9

MG
・
　LYO23 ・i

［
SO

　
22・8

　　　　　87．31 　　　　　 77．4

　　　　174 ．8　i　 163 ．6
　　　　　　　　 1

SO 　20．21

　 　 　62．2

　 　 138 ．6

　LTG ＝＝Light 　Turde 　Green，
　 GG ・＝Grape　Green ，

　 OL ，Olive　 Lake，　 BC ＝Buffy　Citrine．

　この 結果 に よれば saccharose ，　fructose，　maltose ，　soluble 　starch は大 した差は ない が ，　 glucose は稍々 劣

り， lactoseは 著 し く劣 つ て い る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
．

B．saccharose の 量 を 1〜20％に 變えて ， そ の 影響 を見た．（Tab ．　V）

　　　　　　　　　　　　　Table 　 V．　 Influences　 of　 saccharose 　contents （1〜20％ ）

saC

 
゜ se

　l 、錦 、鑑 1
1

color
，
　 conidia

　 mycelia

　 total

2

3

4

5

6

color ，　 conidia

　 mycelia

　 totalcolor

，
　 conidia

　 myce ．la

　 tota1color

，
　 eonidia

　mycelia

　 totalcolor

，
　 conidia

　 mycelia

　 totalcolor

．　 conidia

　 mycelia

　 tota1

3OL15

．138

．996

．0

1 4

．BC15 。836

．196

．8

10

15

BC 　　　 19．3

　　　　 63．2
　 　 　 　 136．2

KG ，　MG 　25．O

　　　　I16．5
　 　 　 　 211．0

RG 　　 　 2L6

　 　 　 　 142．9

　　　　224．5．

1．CG 　　 23．0

　　　　173．6
　 　 　 　 260．5

LCG 　　 25．7

　 　　 　 156．0

　 　　 　 253．1

color
，
　Conidia

　 myCelia

　 total

　 MG 　　　14．5
　 　 　 　 　 146．7

1　 ・… 5

BC 　　　22．0

　 　 　 　 60．6

　　　　 143．8

KG 　　　24．6
　 　 　　 108。8

　 　 　　 201．8

JG　　　 22．3

　 　 　
「
114．2

　 　 　 　 198．5

，JG 24．5141

．5234
．1

JG 23．5140

．3229

．1

color ，　く：onidia

　 myce1 蓮a

　 tota1

RG 　　　21．3

　　　　150．8

　 　 　 　231．3

OY 　　　12．2　　LYO ，．SG 　20．6

　　　　 139．9　　　　　　　　　　13〔〕．3

　　　　・86・・ l　 e・8・2

5 1
BC13 ．733

．285

．0

SO 　　　25．5

　 　　 　 59．4

　 　　 　 155．8

KG 　　　30．3

　 　 　 　 90．6

　　　　205．1

HG ，
　JG　20．0

　 　 　 　 99．3

　　　　174．9

EG 　　　27．5

　　　　 139．6
　 　　 　 243．6

HG 　　　27．0

　 　 　 　 139．2

　 　 　 　 241．3

6DOB

　　14．1

　　　　 29．0

　 　 　 　 82．0

BC 　　　24．6
　 　 　 　 46．7

　　　　 139．7

YO 　　 28．2
　 　 　 　 86．0

　 　 　 　 192．6

．
HG 　　 　20．6

　　 　 　 　 96．8

　　 　 　 174．7

HG 　　 　 22．4

　　　　 134．2
　 　 　 　 218．9

HG 　　　27．5

　　　　 121．1

　 　 　 　 225．1

20
　 color

，
　conidia

．　 皿 yce！ia．

l　 　 tota 星

HG 　　　20．1

　　　　 150．6

　　　　226．6

SG 　　　24．5

　　　　 128．0

　 　 　 　 220 ．6

HG 　　　23ご9

　　　　 154．4
　 　 　 　 244．4

・YC 　　 　 18．3

　　　　 1eg．1
　 　　 　 178　．3

SG 　　　 24．1

　　　　 140．4

　 　 　 　 231．5

i・Y … G … 9

　　　　　 116．2
　 　 　 　 　 199．0

SG 　 　 　 25．4　 　 SG 　 　 　22．6

　　　　106．3　　　　　　　　　　102．6

　　　　202．7　　　　　　　　　　188．0

　RG ＝ Rainette 　Green ，
．
　 LCG 　＝ 1　ight　Cress　Green ，　 OY ＝＝Olive 　Yellow，　 YC ・＝Yellowish　Citrine；

　SG ＝Serpentine　Green ，　 HC ＝ ・Hellebore　Green
，
　 EG ・＝Elm 　Green

，
　 DOB ＝Dark 　Olive 　Buff．

　 こ の 結果に よれ ば ， sporulatien は 1 ％ の もの は 明か に劣 るが ，2 −・6 ％ で は差 は認 め られず，10％以 上 の も

の は 暹れ る 傾 きが あ る．．菌糸量 ， 及 び菌鼈量は 1〜 5 ％ で は 糖量 に 從つ て 増加す るが 6 ％以 上 で は 増加 ，L ない ．

C
，

gluc ・ s ・ 挿
〜含5％の 暉 ｝・變えて 試驗した績果｛嫁 の 勸 であ・

・　 Tab， （U）
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　　Table 顎．　 Influences　of　glugose　contents （3〜25％）

（455 ）

9’”

；
°8

『 、齠 ：，鍔。 1
3

5

：6

COlor ，　conidia

myceriatOta1

2 1
IY 　 1．2177

．4181
．9

・・1・rt ・ … d・・ 1・Y

rnyeeliatotal

　 1．22el

．4205

．9

t

color ，
　conidia

myceliatota1

IY

3 j
LYO17 ．283

．4148

．O

KG 　 　　15．6

　　　　 139．8
　 　 　 　 198．7

7 ．

8

c

’
。1。．

，
。。。 idi。

mycelia
ltotalL

10

15

20

25

co 里or ，　 conidia

myceliatota1

．color ，　Cenidia

myceliatotal

．
color

，
　conidia

・

mycelia

・tota1

cdlor ，
　con 量dia

myceliatota1

　 3．1161
．1172

・8i

LHG 　　 33．1

　　　　 185．5

　　　　310．7

IY 　 2．0155
．7163

．3

IY 　 2．5147

．9157
．4

IY 　 2．6

ユ30，9140

．7

IY
．

　 2．1121

．6129

．5

玉Y 　 1，2120

．2
趁 4。7

colbr
，
　conidia

mycelia
．

・… 1　 ｝

1
．
・Y 　 L3117

．4124

．3

MG 　　　16．3

　　　　 178．1
　 　 　 　 239．7

MG 　　　18．2

　　　　 205．8
　 　 　 　 274。2

1　M ’

、蘯：1
1　 ・23．・

MG 　　 　21．9

　　　　 140．5

　 　 　 　 223．2

OY19 ．0156

．8228
．6

OY 　　　17。5

　 　 　 　 149．6

　 　 　 　 215。7

4

YO22 ．072
．3155

．5

JG 21．0123
．9201

．3

5SO

27．275

．2178

．0

1

IG 19．6116
．4190
．5

7

ヨ6　 25．6

　 　 　 　 71．6

　 　 　 　 168．4

1

HGJG 　 28．0

　　 　 　 96．5

　　 　 　 202．4

HG 　 　　 34．8

　　　　 163．7

　　　　 295．3

HG
，
　CG 　33，7

　 　 　 　 144。9

　　　　272．3

KG19 ．6274

．4348

，5

JG 27．4220

．4324
．0

kG　 28．0

　　　　 152．5

　 　 　　 258．4

SG 29．0163

．3272

．9

KG 　　　30．6
　 　 　 　 178．4

　　　　294．1

LEG 　　26．0
　 　 　 　 231．2

　　　　329．5

KG 　　 　30．6

　 　 　 　 233。7

　 　 　 　 349．4

RG25 ．5
．

190．1286

．6

EG 　　　29．0
　 　 　 　 117．9

　　　　227．5

LYO21 ．6181

．1262

：8

1．HG ，　JG　28．1
　 　 　 　 197 ．6

　 　 　 　 303 ．8

HG 　　　32．4
　 　 　 　184 ．3

　　　　306．8

EG31 ．0160

．7277

．9

．KG 　　　31．2

　 　 　 　 226 ．1

　　　　344 ．1

LYO22 ．7210
．5296

．3

MG 　　　21．0
　 　 　 　 268．0

　 　 　 　 347．3

LYO21 ．2182

．8262

．9

lLY927．0199
．9302

．0

1

コM［edium
　 　conc ．
（times ）

dates　 of
血cubation

2 3 4 5 6

　　　　　’

7　 1　 9
　　　　　1

　　　 IY＝lvory　Yel．low，　 LHG ＝Light　He11ebore
．
Green ，

．
　 IG ＝ 　IVy　Green ，　 CG ＝・C

’
eder 　Green，　 LEG 　 ＝

　　　 1．ight　Elm 　 Green，
　 RG ＝Rainette　Green．

　　　　こ の 結果 に よれ ば 、 sporulation に つ い て は 3〜25％ の 鬮 では ， 大 きな差 は認 め ない が ，6 ％が わず か に よ

　　い 45で ある．菌糸及 び菌鱧最は 3 〜7 ％で は 糖量 に從 つ て壇加するが ，7 ％以 上 で は 増加 しない ，夊菌糸量 に

　　 つ し、
’
ては gluc ）se　 5 ％以 下 で は 2 日 で 最高を示すが糖濃鹿が高・くな る に從 つ て ，．階段的に 最高が お そ くなる の

　　 は 興味 深 い ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Y ．踏 地 濃 度ゐ影響

　　　 CZAPEK 液の 濃度を0．5〜5 倍に饗えて ， 寒天培地をつ くり， 試瞼 した結果 は Tab ．　W の 通 りで あ ろ．

　　　　　　　　　　　　　Table 咽【．　 Sporulation 　on 　various 　concentrations 　 of 　the 　medium ．

　　　　・・1・ rt ・・ n ・d・・ PCY ・・5　M ・ … …，
MG … 4i ・・ 24・・ D ・ 2… 1

× O・5 　 my ・・li・ ．　 　 60・5 　 　 46・6 　 　 SU・7i　 　 35 ．7 　 　 39．OI

　　　　　 total 　　　　　　　　　　　　88．9　　　　　　 82．9　　　　　　　116 ．7　　　　　　　126．8　　　　　　126．7
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x ユ

x2

x3

color
，
　con 三dh

　 mycelia

　 totalcolor

，
　conidia

　 mycelia

　 tota1color

，
　 eonidia

』

　 mycelia

　 total

PGG （W ）5．4
　 　 　 126．7

　 　 　 147．1

W 　　　O．1

　 　 188．8

　 　 189 ．2

W 　 　　O．0

　 　 175．

　 　 175．

MG ，
　KG20 ．81MG （KG ） 20．5

　 　 　 　 89．3　　　　　　79．8

　 　 　 167．9　　　　　　　157．3

W （MG ） 6．5

　 　 　 222．5

　 　 　 247。1

YO 　 　 18．7　 YO 　 32。1
　 　 　 68．2　 　　 　　 58．1

　　　138・81　 179・4

MG （KG ） 17．11LYO ｛YO ｝30，2

203．1267

．7

W

ー
x3color

，
conidia 　 W 　 O．01

　mycelia 　　　　　　　　　162．6
・… 1 　 1　 ・e…

　　　1… 叫 ・・曲 1w
× 5 　 　myce1 三a

　 　 　 　 tota 置

　 　 IO
．021150

．9i151

．7

　 　 　 　 　 F
　 　 　 　 　 　 SfY　 　 　 O．3．

　　跚 】
　　

249・91

W 　　 O．01iW

　　232・2！
　　 232 ．61
　 　 　 　 ＿一卩．　 　 、一．．
　 　 　 　 　 　

W 　　 O．01　 W

　　 233．9…
　 　 　 　 　 　

　 　 234．31
　 　 　 　 　 ト

　 4．1284

．0299

．5

PY

MY

163．9278

．1

　 9．5214

．1250

．0

　 8．8273

．3306

，5

DC （OC ）28．7

　 　 　 147．3

　 　 　 255．8

DC ，　OL 一

OB 　 　一

lW（MY ） 3．2　PY
』

一

BC 　 　33．2

　 　 210．4

　 　 335．9

DOB 　28 ．9

　 　 　245．4
　 　 　354．6

DOB24 ．5287

．1379

．7

DOB 　27．6

　 　 　239．6
　 　 343．8

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 323．0

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 335．2

　PCY ＝＝Pa ！e　Chalcedony 　Ye110w ，　PY ＝ Pr三mroge 　Yellow
，
　 MY 　＝ Marguerite　Yellow．

　こ の 結果 に よれ ば ，基本培地そ の ま L の もの が SP 」rulation に 對 し好適で培地濃度が高 い 程 sporu 夏ation が

お くれるが その 最高胞子數に は差が 認 め られ ない ．又 ， 培地が濃い 程， 菌糸及 び菌體 生成量 は 多 くなるが ， そ の

最高 に 逹 す る 日數 は お そ くな る．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 む 　 　 す 　 　 び

　CZAPEK ・agar を基本培地 と し て．そ の 一
部 の 成分 比 攀 を變え て，そ の sporulation に對す る影 響 を試驗 した．

　 1．sporulation に對する最適 pH は 3．0− 6．0で ある．

　2 ．試藥純貶 1 級程 度 の 培 i菱基質で は ， 土 壤 エ キ ス 中 に存在す る と想像 され る微量土璽成分 の 影響 は認 め られ

ない ．

　3 ．燐酸加里 の 影響 も0，05酬1．0％ の 範園で は 認 め られ ない ．

　 4 ．淡素源 と し て は ，蔗糖 ，果 糖，麥芽糖，可 溶性澱粉が優れ ，ブ ド ウ糖ほ 稍 k 劣 り， 乳糖は 著 し く劣 る．

　sporulation に 對す る簾糖 の 最適濃慶は 2．O−v6 ．o％ で あ る．ブ ドウ 糖 の 最適濃貶は 6 ％附 近 で 認 め られ るが ，

3 〜25％ の 範園で は，大 きな差がない ．

　5 ．基本濃度めもの が sporulation 培地 として 好適 で ， 濃度が 高 い 程 ，
　 sporulation が お くれ る．
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